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弘
法
大
師
善
通
寺
掲
額
説
話
の
周
辺

｜
｜
大
師
名
筆
伝
説
の
行
方
（
そ
空
己
｜
｜

渡

遺

昭

五

一
、
は
じ
め
に

本
稿
は
、
前
稿
の
「
弘
法
大
師
名
筆
伝
説
の
行
方
」
宗
誌
二
七
号
所
収
・
平
互
に
、
続
く
も
の
で
あ
る
。

前
稿
に
お
い
て
、
伝
記
に
載
る
大
師
名
筆
伝
説
に
は
、
（
1
〉
五
筆
勅
号
（
宮
中
壁
字
〉
・
（
2
）
虚
空
書
字
・
（
3
）
大
内
書
額
（
弘
法
措

筆
）
・
（
4
）
流
水
点
字
・
（
5
〉
隔
河
書
額
・
（
6
〉
善
通
寺
額
事
・
（
7
）
皇
嘉
門
額
事
・
（
8
）
天
地
合
三
字
な
ど
の
、
八
つ
ほ
ど
大
師
の
名

筆
に
ま
つ
わ
る
伝
説
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
の
う
ち
、
（
6
）
善
通
寺
額
事
の
以
外
は
、
凡
て
写
実
性
の
薄
い
奇
瑞
奇
蹟
露
で
あ
る
・
：
、

と
述
べ
た

Q

善
通
寺
の
額
を
書
し
た
と
す
る
（
6
）
の
説
話
の
み
、
写
実
性
を
具
え
た
、
い
か
に
も
歴
史
上
の
事
実
に
あ
っ
た
よ
う
な
唯
一
の

伝
記
伝
承
で
あ
る
。

」
の
写
実
性
に
つ
い
て
の
、
真
偽
そ
の
他
を
本
稿
で
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

* 

弘
法
大
師
の
伝
記
は
、
そ
の
伝
説
を
含
め
て
、
代
々
の
真
言
僧
や
蓮
華
谷
聖
の
手
に
よ
っ
て
幾
た
び
か
増
補
改
制
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
こ

も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
ろ
う
。
そ
の
種
類
と
数
は
非
常
に
多
く
、

れ
ら
の
幾
つ
か
の
説
話
は
、
民
間
口
碑
の
分
野
に
渉
出
し
て
、
さ
ら
に
枝
葉
を
拡
げ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
口
碑
か
ら
採
り
入
れ
ら
れ
た

口
碑
の
自
然
説
明
伝
説
に
お
い
て
は
、
大
師
は
そ
の
主
人
公
の
ナ
ン
バ
ー

弘
法
大
師
善
通
寺
掲
額
説
話
の
周
辺

二
九



。

ワ
ソ
で
あ
る
。

ふ
た
た
び
ぐ
り

そ
し
て
、
「
弘
法
清
水
」
と
か
「
再
栗
」
や
「
三
度
柿
」
な
ど
の
、
水
と
救
荒
食
物
の
救
済
者
と
し
て
の
大
師
の
影
像
は
、
主
と
し
て
中
近

世
の
時
宗
念
仏
系
の
性
格
を
具
え
る
高
野
聖
の
手
に
よ
っ
て
形
態
を
整
え
て
き
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
以
前
に
詳
し
く
論
じ
た

S
4
0
ま
た
、

稲
荷
信
仰
と
の
関
係
か
ら
、
稲
荷
翁
と
の
避
追
謹
も
、
大
師
伝
記
の
「
高
野
尋
入
」
の
説
話
か
ら
条
枝
化
し
た
東
寺
稲
荷
祭
起
源
縁
起
語
と
し

て
臆
矢
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
も
述
べ
た

S
Z
Q

本
稿
で
は
、
大
師
の
生
誕
地
と
さ
れ
る
善
通
寺
の
掲
額
説
話
の
周
辺
を
論
じ
な
が
ら
、
彼
の
名
筆
伝
説
と
の
関
連
ゃ
、
そ
の
伝
承
性
に
言
及

し
て
み
た
い
、
と
考
え
る
。

ニ
、
善
通
寺
と
そ
の
創
建
諸
説
の
周
辺

善
通
寺
は
、
香
川
県
善
通
寺
市
善
通
寺
町
に
あ
る

Q

真
言
宗
善
通
寺
派
の
総
本
山
で
、
五
岳
山
扉
風
浦
誕
生
院
の
山
号
を
持
つ
。
本
尊
は
薬

師
如
来
で
、
四
国
霊
場
八
十
八
所
の
第
七
十
五
番
札
所
で
あ
る

Q

五
岳
山
の
山
号
は
寺
の
背
後
に
、
呑
色
山
・
筆
の
山
・
我
拝
師
山
・
中
山
・

火
上
山
の
五
峰
、
が
鋒
え
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
の
由
来
で
あ
る
。

善
通
寺
の
創
建
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
多
く
の
弘
法
大
師
伝
記
が
、
大
師
の
創
立
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
も
そ
れ
は

伝
説
で
あ
っ
て
大
師
の
生
誕
地
で
あ
る
当
地
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、
後
代
に
な
っ
て
寺
側
の
方
か
ら
、
大
師
創
建
に
結
び
つ
い
て
い
っ
た
も
の

で
あ
ろ
う
か
・
：
と
私
は
考
え
る

Q

実
際
に
、
寺
の
創
建
に
つ
い
て
は
、
不
明
で
あ
る
。
善
通
寺
に
限
ら
ず
、
信
仰
の
起
源
や
発
生
が
、

一
つ
の

事
象
に
定
め
ら
れ
な
い
多
元
的
性
格
を
具
え
て
い
る
以
上
、
そ
れ
を
何
年
と
一
つ
の
年
に
定
め
る
の
は
無
理
が
あ
る
よ
う
に
、
善
通
寺
の
成
立

も
茅
屋
時
代
の
信
仰
か
ら
大
伽
藍
を
構
え
る
ま
で
、
何
度
か
改
築
増
築
新
築
は
繰
り
返
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
創
建
を
ど
の
改
築
期

に
あ
て
は
め
れ
ば
い
い
か
・
：
で
異
な
っ
て
こ
よ
う
。
信
仰
と
い
う
心
象
史
に
一
定
の
年
を
、
発
祥
と
あ
て
は
め
ら
れ
な
い
の
と
同
様
に
、
創
建



も
「
ほ
ぼ
何
々
ご
ろ
」
と
す
る
よ
り
他
は
な
い
。
た
だ
、
大
師
生
誕
地
以
前
か
ら
善
通
寺
は
存
在
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
は
、
奈
良
期
の
出
土

品
そ
の
他
か
ら
充
分
に
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

Q

『
善
通
寺
市
史
』
第
一
巻
在
3
）
所
引
の
『
香
川
叢
書
』
な
ど
に
よ
れ
ば
、
江
戸
中
期
の
同
寺
の
僧
の
著
に
よ
る
『
多
度
郡
扉
風
浦
善
通
寺
之

記
』
で
は
、
大
師
生
誕
と
同
寺
創
建
を
密
着
し
て
記
し
て
い
る
。
大
師
の
父
で
あ
る
讃
岐
領
主
の
佐
伯
田
公
（
善
通
）
と
阿
万
氏
の
妹
と
の
玉

依
御
前
の
二
男
と
し
て
、
大
師
は
同
寺
の
御
影
堂
の
あ
る
地
で
生
ま
れ
た
と
し
、
大
師
は
唐
の
留
学
の
終
っ
た
大
同
二
年
（
八

O
一
）
に
、
勅

許
を
得
て
故
郷
に
佐
伯
氏
の
氏
寺
建
立
を
計
画
し
、
彼
の
唐
の
思
師
で
あ
っ
た
恵
果
の
い
た
長
安
の
青
竜
寺
を
真
似
て
、
六
年
の
歳
月
を
要
し

て
弘
仁
四
年
（
八
一
一
二
〉
に
完
成
、
寺
号
を
父
の
法
名
を
と
っ
て
善
通
寺
と
命
名
し
た
、
と
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
寛
仁
二
年
（
一

O
一
八
）

の
善
通
寺
権
別
当
僧
政
安
の
解
状
に
、
〈
抑
件
寺
為
弘
法
大
師
御
建
立
云
々
〉
と
あ
り
、
平
安
期
に
は
大
師
創
建
説
が
通
常
で
あ
っ
た
ら
し
い

こ
と
を
、
推
察
せ
し
め
る
。
宝
治
三
年
（
一
二
四
九
）
の
庁
宣
に
も
、
〈
右
当
寺
者
弘
法
大
師
草
創
国
中
無
隻
之
精
舎
也
〉
と
、
記
さ
れ
て
い

る。
こ
の
大
師
創
建
説
に
対
し
て
の
、
父
の
佐
伯
善
通
創
建
説
と
い
う
の
は
、
承
元
三
年
（
一
二

O
九
）
八
月
付
讃
岐
国
司
庁
宣
に
、
〈
彼
寺
者

弘
法
大
師
降
誕
之
霊
地
、
佐
伯
善
通
建
立
之
道
場
也
（
『
善
通
寺
文
書
』
『
新
編
香
川
護
書
』
〉
〉
と
あ
る
こ
と
や
、

に
も
〈
当
寺
者
功
徳
大
領
善
通
之
建
立
弘
法
大
師
誕
生
之
霊
地
也
〉
と
あ
る
こ
と
に
拠
っ
て
い
る
。

弘
安
四
年
（
一
二
八
一
）
の
左
弁
官
符

こ
の
二
者
の
折
衷
と
も
い
う
べ
き
、
佐
伯
氏
先
祖
建
立
プ
ラ
ス
大
師
修
造
説
と
い
う
の
も
あ
る

Q

延
久
四
年
（
一

O
七
二
）
正
月
の
讃
岐
国

善
通
寺
所
司
等
解
に
は
、
〈
：
・
件
寺
者
弘
法
大
師
御
先
祖
建
立
の
道
場
、
大
師
聖
霊
一
誕
生
之
瑚
也
〈
『
平
安
遺
文
』
一
O
七
二
〉
と
あ
る
し
、
長
寛
二
年

（
一
一
六
四
）
の
東
寺
文
書
に
、
〈
所
司
等
檀
検
案
内
、
善
通
寺
者
是
大
師
先
祖
之
伽
藍
建
立
之
後
致
五
百
余
歳
〉
と
、
記
さ
れ
て
い
る

Q

ま

た
、
高
野
山
の
学
僧
の
道
範
が
仁
治
四
年
（
一
二
四
一
ニ
）
に
記
し
た
『
南
海
流
浪
記
』
に
は
、
〈
抑
善
通
之
寺
は
大
師
御
先
祖
俗
名
を
即
為
寺

号
云
々
、
破
壊
之
聞
大
師
修
造
建
立
之
時
不
被
改
本
号
に
て
〉
と
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
後
述
す
る
諸
種
の
弘
法
大
師
の
伝
記
に
も
、
主
題
の
掲

額
説
話
に
因
ん
で
の
大
師
建
立
の
伝
説
を
謡
っ
た
も
の
は
多
い
。
例
え
ば
、
第
三
節
の
資
料
（
1
X
2
X
9
）（

8xuxロ）
な
ど
で
あ
る

弘
法
大
師
善
通
寺
掲
額
説
話
の
周
辺



（
三
六
1
三
九
ペ
ー
ジ
参
照
）

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
大
師
建
立
説
・
佐
伯
善
通
建
立
説
・
大
師
修
造
の
折
衷
説
な
ど
な
ど
、
何
れ
の
資
料
を
一
瞥
し
て
み
て
も
、
大
師
在
世

中
に
記
さ
れ
た
も
の
は
皆
無
で
、
凡
そ
は
入
寂
の
承
和
二
年
（
八
三
五
）
か
ら
二

O
O年
前
後
の
歳
月
を
経
て
記
録
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
あ

る
、
と
い
う
こ
と
だ

Q

そ
の
点
で
は
、
何
れ
の
資
料
も
二
世
紀
以
上
の
口
碑
を
経
た
、
半
ば
伝
説
化
さ
れ
た
内
容
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
ん

な
こ
と
か
ら
鑑
み
れ
ば
、
大
師
修
造
の
折
衷
説
あ
た
り
が
、
も
っ
と
も
穏
当
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

ま
た
、
善
通
寺
管
長
蓮
生
善
隆
師
は
、
「
現
在
の
善
通
寺
の
東
院
に
は
白
鳳
期
（
六
七
二
前
後
）
建
立
の
佐
伯
氏
の
氏
寺
が
あ
っ
た
」
と
い

わ
れ
て
い
る
こ
と
在
三
に
併
せ
て
、
大
師
誕
生
以
前
に
奈
良
時
代
の
国
分
寺
以
外
に
各
地
方
の
豪
族
た
ち
が
お
の
お
の
自
己
の
氏
寺
を
建
立
し

て
い
た
こ
と
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
し
、
佐
和
隆
研
も
〈
：
・
佐
伯
氏
が
そ
の
領
地
内
に
早
く
か
ら
一
寺
を
建
立
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
は
不
自

然
で
は
な
い
〉
と
、
『
空
海
の
軌
跡
』
に
お
い
て
述
べ
て
い
る
こ
と
、
寺
内
境
内
よ
り
奈
良
期
の
瓦
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
な
ど
な
ど
を
、

傍

証
と
し
て
考
え
れ
ば
、
古
く
佐
伯
氏
の
氏
寺
と
し
て
小
規
模
な
が
ら
建
立
さ
れ
て
き
た
も
の
が
、
規
模
を
徐
々
に
大
き
く
し
て
、
今
日
の
普
通

寺
に
発
展
し
た
、
と
考
え
る
こ
と
が
、
も
っ
と
も
穏
当
で
あ
ろ
う
。
少
く
と
も
真
言
宗
の
開
祖
と
し
て
の
大
師
の
晩
年
の
九
世
紀
初
期
に
は
、

大
師
の
中
央
政
界
へ
の
参
与
と
そ
の
高
名
に
伴
わ
れ
て
、
故
郷
の
善
通
寺
は
急
速
に
大
規
模
化
さ
れ
た
こ
と
は
、
推
察
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る。

、
大
師
伝
に
お
け
る
善
通
寺
掲
額
説
話

弘
法
大
師
の
伝
記
は
、
『
弘
法
大
師
伝
全
集
』

am－
ピ
タ
カ
〉
に
よ
れ
ば
、
九
十
三
種
の
多
き
を
数
え
、
歴
代
の
真
言
僧
の
書
承
を
積
み
重
ね
、

手
を
経
る
ご
と
に
少
し
ず
つ
膨
脹
し
て
き
た
こ
と
は
、
第
一
節
の
序
に
簡
単
に
上
述
し
た
如
く
で
あ
る
。
大
師
伝
記
に
も
り
こ
ま
れ
た
多
く
の

説
話
の
中
で
、
そ
の
一
つ
に
当
た
る
善
通
寺
掲
額
説
話
及
び
大
師
と
善
通
寺
の
関
係
を
記
し
た
一
条
、
が
、
ど
の
よ
う
な
性
格
か
、
ま
ず
そ
の
内
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挿図説明：『高野大師行状図画』十巻本に措かれた「善通寺額事」の絵。善通寺麦茶

羅院の額の下を通過して行く安倍晴清の一行

容
を
一
覧
し
て
み
た
い
。

例
文
と
し
て
、
多
く
の
歴
代
伝
記
の
中
の
『
高
野
大
師
行
状
図
画
』
十
巻
本
の
該

当
箇
所
「
善
通
寺
額
事
」
を
、
ま
ず
挙
け
て
お
く

Q

（
A
）
善
通
寺
額
事

大
師
御
生
所
。
讃
岐
国
界
風
の
浦
に
、
善
通
寺
長
茶
羅

院
と
て
、
大
師
結
始
の
伽
藍
有
。
彼
額
は
大
師
ス
郎
チ
書
給
へ
り
。
昔
陰
陽
師
軒

町
、
事
の
依
有
て
、
彼
国
へ
下
向
の
時
、
夜
道
を
行
に
、
航
ぐ
し
た
る
骨
府
市

火
を
と
も
し
た
り
け
る
が
、
善
通
寺
の
前
を
過
る
時
、
火
を
う
ち
け
ち
て
み
へ

ず
、
寺
を
過
て
後
出
来
た
り
。
清
明
勘
発
し
け
れ
ば

Q

此
寺
の
額
は
四
天
守
護

し
給
ふ
が
故
に
、
を
そ
れ
を
な
し
て
、
み
ち
を
か
へ
た
る
と
ぞ
申
け
る
。

非
常
に
、
他
説
話
と
比
べ
て
簡
単
な
条
と
な
っ
て
い
る

Q

『
高
野
大
師
行
状
図
画
』

十
巻
本
は
、
歴
代
伝
記
の
中
で
は
、
中
世
期
に
成
立
し
た
も
の
と
し
て
、
絵
を
伴
剖

っ
て
い
て
、
同
じ
絵
を
伴
う
『
弘
法
大
師
行
状
記
（
行
状
絵
詞
）
』
と
と
も
に
、

凡

そ
の
説
話
を
網
羅
し
て
い
る

Q

も
っ
と
も
整
っ
た
大
師
伝
記
と
し
て
、
他
本
と
の
比

較
対
照
に
し
や
す
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
本
伝
記
を
例
に
挙
げ
た
が
、
こ
の
掲
額
説
話

は
『
弘
法
大
師
行
状
記
』
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

：
と
い
う
こ
と
は
、
大
師
伝
記
の
中
に
あ
っ
て
、
善
通
寺
掲
額
説
話
は
さ
し
た
る

重
要
な
説
話
で
は
な
く
、
あ
っ
て
も
な
く
て
も
よ
か
っ
た
程
度
の
伝
承
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
後
代
に
な
る
ほ
ど
に
添
加
増
補
に
よ
っ
て
数
を
増
し
て

ゆ
く
伝
記
中
の
説
話
の
中
に
あ
っ
て
、
必
ら
ず
伝
記
中
に
語
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

一一一一一一



挿図説明：『高野大師行状図画』の十巻本の巻六に描かれた「釈尊出現」
がはいし

の絵η 大師の我拝師山にて修行中に、釈迦が湧現した…、と

いう説話にもとづいている。

四

た
説
話
に
比
べ
て
、
さ
ほ
ど
重
き
に
な
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

添
加
さ
れ
る
説
話
は
、
当
代
人
に
お
い
て
は
、
今
日
の
如
く
虚
像
と
か
、

真
偽
云
々
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
在
世
中
の
事
実

と
し
て
実
像
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
、
こ
の
掲
額

伝
承
は
、
多
分
に
大
師
生
誕
の
地
と
い
う
こ
と
か
ら
連
想
さ
れ
、
創
作
さ

れ
て
伝
記
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、

前
節
の
大
師
の
善
通
寺
創
建
説
の
年
代
と
と
も
に
、
後
述
の
大
師
伝
記
の

掲
額
説
話
の
初
出
時
代
と
を
照
合
し
て
ゆ
け
ば
、
解
明
さ
れ
る
性
格
の
も

の
で
あ
る
（
後
述
）
。

も
う
一
つ
、
善
通
寺
に
関
係
あ
る
説
話
と
し
て
、
善
通
寺
の
裏
側
に
連

が
は
い

L

な
る
五
岳
山
の
一
峯
で
あ
る
我
拝
師
山
の
命
名
の
由
来
と
な
っ
た
、
大
師

が
そ
の
師
で
あ
る
釈
尊
に
避
追
し
た
と
い
う
伝
説
を
も
と
に
し
た
説
話
の

「
釈
迦
出
現
」
も
し
く
は
「
釈
尊
湧
現
」
の
説
話
が
あ
る
の
で
、
善
通
寺

関
連
説
話
と
し
て
挙
げ
て
お
く
。

（
B
〉
釈
尊
出
現
事

さ
ぬ
き
の
園
、
扉
風
の
浦
は
、
大
師
の
御
生

所
也
。
彼
所
の
山
の
か
た
ち
。
扉
風
を
立
た
る
が
ご
と
し
。
此
ゆ
へ

に
扉
風
の
浦
と
名
付
。
大
師
妥
に
し
て
、
を
こ
な
は
せ
給
ひ
し
に
、

孤
峯
の
う
へ
、
片
雲
の
中
に
、
釈
迦
如
来
形
を
あ
ら
は
し
て
、
影
向

L
給
ひ
き
。
大
師
歓
喜
の
あ
ま
り
に
、
み
づ
か
ら
其
御
あ
り
さ
ま
を



ガ
ハ
イ

Y
ヂ
ソ

書
留
て
、
今
に
彼
所
に
を
か
せ
給
へ
り
。
此
山
を
其
後
我
拝
師
山
共
名
付
。
又
は
涌
出
の
だ
け
と
も
名
付
と
い
へ
り
。

こ
れ
ら
の
（
A
）（
B
）
は
、
『
高
野
大
師
行
状
図
画
』
十
巻
本
に
お
い
て
は
、
巻
六
に
（
巻
六
は
同
童
日
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
挿
入
説
話
の

多
い
箇
所
と
な
っ
て
い
る
）
、
「
讃
州
剣
山
」
と
い
う
大
師
が
金
剛
蔵
王
に
対
面
す
る
段
を
挟
ん
で
、
（
B
）
！
l
l
「
讃
州
剣
山
」
｜
｜
（
A
）

の
順
序
に
配
置
さ
れ
て
い
る
＠
す
な
わ
ち
、
大
師
出
生
地
の
讃
岐
周
辺
の
関
連
伝
承
を
一
ま
と
め
に
、
こ
の
く
だ
り
に
書
き
記
し
た
感
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
（
A
）（
B
）
の
善
通
寺
及
び
そ
の
関
連
説
話
の
釈
尊
避
追
語
の
内
容
を
鑑
み
て
み
よ
う
。

（
A
）
に
つ
い
て
は
、
『
｜
｜
行
状
図
画
』
十
巻
本
の
説
話
の
内
容
も
、
大
師
の
名
筆
伝
説
の
有
名
な
「
五
筆
勅
号
」
「
虚
空
書
字
」
「
大
内
掲

額
（
弘
法
措
筆
〉
」
な
ど
の
、
重
要
な
説
話
に
伴
わ
れ
て
派
生
し
た
感
を
与
え
ら
れ
る
内
容
で
あ
っ
て
、
事
実
と
し
て
も
大
師
に
お
い
て
は
書

い
て
も
警
か
れ
な
く
て
も
よ
い
出
来
事
で
あ
ろ
う
。
（
書
を
依
頼
さ
れ
て
書
い
た
と
か
、
額
を
書
い
た
と
か
：
・
名
筆
家
な
ら
そ
ん
な
出
来
事
は
、

大
師
に
限
ら
ず
誰
で
も
多
く
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
：
心
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
半
に
添
付
さ
れ
た
陰
陽
師
の
安
倍
晴
明
に
つ
い
て
も
、
そ

の
因
縁
は
後
代
に
創
作
さ
れ
や
す
い
性
格
を
具
え
て
い
る

Q

そ
も
そ
も
、
彼
は
平
安
中
期
の
陰
陽
師
で
占
い
師
及
び
天
文
学
者
と
い
う
こ
と
だ

か
ら
、
当
代
で
は
誰
も
で
き
な
い
よ
う
な
三
桁
の
掛
け
算
や
割
り
算
な
ど
を
始
め
平
方
根
な
ど
の
程
度
の
数
学
を
よ
く
し
て
、
尊
敬
さ
れ
た
人

物
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
実
像
も
は
っ
き
り
せ
ず
、
生
没
年
も
延
喜
一
九
年
？
（
九
一
九
）

1
寛
弘
二
年
（
一

O
O五
）
で
あ
る
か
ら
、
大

師
示
寂
（
八
三
五
）
よ
り
約
百
年
ほ
ど
後
代
の
人
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
こ
の
『
｜
｜
行
状
図
画
』
の
登
場
す
る
中
世
で
は
、
伝
説

化
さ
れ
た
知
名
人
で
、
『
古
今
著
聞
集
』
で
は
沢
山
の
瓜
の
中
か
ら
毒
の
あ
る
そ
れ
を
選
び
出
し
た
り
、
『
古
事
談
』
で
は
花
山
院
の
頭
の
骨
を

記
ら
せ
て
天
皇
の
頭
痛
を
治
癒
さ
せ
た
り
、
『
今
昔
物
語
集
』
で
は
術
を
以
て
ガ
マ
を
真
っ
平
ら
に
押
し
潰
し
た
り
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
の

著
名
人
を
、
大
師
伝
記
は
見
逃
さ
ず
に
伝
記
に
採
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
師
の
さ
ら
に
偉
大
で
あ
っ
た
こ
と
を
語
ろ
う
と
し
て
い
る
。

大
師
伝
記
は
、
そ
う
で
な
く
と
も
当
代
の
信
仰
の
対
象
と
な
る
著
名
人
（
人
ば
か
り
で
な
く
如
来
も
菩
薩
も
含
め
て
）
は
、
す
べ
て
遊
追
で
き

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
も
後
代
の
伝
記
に
な
る
ほ
ど
に
こ
の
避
返
奇
瑞
語
は
多
く
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
の
代
表
的
例
話
が
、
次
に

述
べ
る
（
B
）
で
あ
ろ
う
。

弘
法
大
師
善
通
寺
掲
額
説
話
の
周
辺

一五



』』

ノ、

で
は
、
善
通
寺
に
関
連
し
て
、

ハ
B
）
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
も
「
我
拝
師
山
」
命
名
の
由
来
語
で
あ
る
か
ら
、
釈
尊
と
遊
返
す
る
の
は
他
の
地
で
も
よ
い
わ
け
で
そ
の
点

つ
い
で
に
語
ら
れ
た
と
で
も
い
う
べ
き
、
地
も
と
の
伝
説
が
伝
記
中
に
採
り
入
れ
ら
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
で
な
く
と
も
、
上
述
の
如
く
、
著
名
人
や
著
名
な
菩
薩
と
の
避
追
語
な
ど
、
大
師
伝
に
多
い
と
い
う
例
は
、
釈
尊
に
限
ら
ず
、
そ
の
対
象

と
な
っ
た
人
仏
名
を
『
｜
l
a行
状
図
画
』
の
み
に
限
っ
て
、
列
挙
し
て
み
て
も
、
大
師
の
伝
記
中
の
偉
大
さ
が
知
れ
る
。
例
え
ば
、
石
淵
の
勤

操
ハ
聞
持
受
法
）
・
文
珠
（
虚
空
書
字
）
・
釈
尊
（
渡
天
見
仏
〉
・
聖
徳
太
子
ハ
参
詣
御
廟
）
・
伝
教
大
師
（
高
雄
濯
頂
）
・
八
幡
大
菩
薩
（
八
幡

約
諾
）
・
稲
荷
翁
ハ
稲
荷
契
約
）
・
釈
尊
（
B
I
l
l釈
尊
出
現
〉
・
金
剛
蔵
王
（
讃
州
銅
山
）
・
役
行
者
（
大
峯
修
行
）
・
丹
生
明
神
ハ
丹
生
託
宣
〉

な
ど
な
ど
仮
空
の
仏
神
名
を
加
え
て
も
、
相
当
に
幅
広
い
方
々
・
を
網
羅
し
て
い
る
。
し
か
も
、
釈
尊
は
「
渡
天
見
仏
」
に
も
あ
り
重
複
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
安
倍
晴
明
の
因
縁
も
、
そ
の
中
の
一
人
に
加
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
説
話
の
新
し
い
こ
と
を
自
証
し
て
い
る
。
同
じ
避
返
因
縁

人
を
『
弘
法
大
師
行
状
記
』
の
方
に
、
眼
を
向
け
て
み
て
も
、
ほ
ぼ
類
似
し
た
奇
瑞
語
が
多
い
。
例
え
ば
、
石
淵
の
勤
操
（
出
家
学
法
）
・
釈

迦
（
釈
迦
湧
現
｜
｜
我
拝
師
山
の
命
名
由
来
l
l
i
B
に
同
じ
）
・
三
蔵
大
師
（
究
僧
授
経
〉
・
伝
教
大
師
（
伝
教
濯
頂
）
・
稲
荷
翁
（
稲
荷
来
影
）

な
ど
な
ど
で
あ
っ
て
『
｜
｜
行
状
図
画
』
と
比
べ
て
も
、
安
倍
晴
明
と
の
因
縁
語
が
あ
る
か
な
い
か
：
・
の
程
度
の
違
い
で
あ
る
こ
と
に
、
本
文

のハ
A
〉
善
通
寺
掲
額
説
話
の
、
伝
記
中
に
さ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
理
会
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

※ 

む
し
ろ
、
善
通
寺
は
大
師
の
生
誕
地
に
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
か
ら
大
師
の
有
名
化
に
伴
っ
て
、
大
師
と
の
因
縁
が
濃
く
な
っ
た
、
と
い
え

る
。
そ
の
掲
額
説
話
も
、
弘
法
大
師
の
名
筆
家
で
あ
る
こ
と
の
有
名
化
、
そ
れ
に
伴
う
口
碑
の
拡
が
り
ゃ
伝
記
に
お
け
る
名
筆
伝
説
（
五
筆
勅

号
や
流
水
点
字
な
ど
、
そ
の
他
）
に
影
響
さ
れ
て
、
後
に
添
加
さ
れ
た
、
と
い
う
印
象
を
抱
か
し
め
る
。
そ
れ
は
大
師
伝
記
が
、
大
師
の
そ
の

他
の
叙
事
伝
説
々
話
を
増
補
添
加
し
て
く
る
傾
向
か
ら
も
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
具
体
的
に
鑑
み
る
た
め
に
も
、
大
師
伝
記
中

の
善
通
寺
の
み
に
関
連
す
る
記
事
を
年
代
順
に
逐
一
拾
っ
て
み
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

（
1
）
高
野
大
師
御
広
伝
ハ
下
）
：
：
：
：
・
元
永
元
年
ハ
一
一
一
八
）
成
立



テ

ノ

ク

ν
ル

ユ

グ

テ

帰
朝
之
後
、
毛
白
造
＝
数
仏
像
－
o

又
於
＝
先
祖
建
立
造
善
通
寺
－
書
ν
額
。
讃
岐
圏
建
＝
立
善
通
量
茶
羅
ノ
両
寺
J

止
住
棟
行

M

尤
多
＝

へ

テ

ク

メ

テ

ヲ

ス

ル

ヲ

ジ

テ

ト

ユ

リ

テ

聖
迩
＼
彼
寺
山
有
一
－
塩
峰
－
。
土
俗
伝
云
、
大
師
埋
＝
七
宝
一
期
＝
三
会
－
也
。
後
世
批
日
ν
塩
。
其
地
有
＝
経
行
之
迩
＼
草
木
無
ν

ト

ユ

テ

一

ク

ιM2配
端
有
一
一
石
＼
在
一
石
上
一
仇
一
墜
ト
不
レ
墜
吋
号
一
念
願
石
二
俗
又
伝
云
、
大
師
遺
法
滅
レ
時
此
石
一
小
一
墜
失
。

（
2
）
弘
法
大
師
行
化
記
：
：
・
：
：
：
：
：
承
久
元
年
（
一
二
一
九
）
成
立

大
師
先
祖
於
＝
讃
岐
国
－
建
ニ
立
善
通
寺
－
。
額
有
＝
精
霊
山
。
陰
陽
師
晴
明
有
＝
事
縁
一
、
下
＝
向
讃
岐
国
－
。
以
一
－
識
神
－
燈
ν
火
。
暗
夜
過
ニ
彼
寺

前
－
。
識
神
滅
ν
火
不
ν
見
。
過
レ
寺
之
後
更
出
来
。
於
ν
此
晴
明
令
＝
勘
発
－
。
掛
神
田
、
弘
法
大
師
書
＝
此
寺
額
一
。
四
天
王
守
＝
護
之
＼
の

か
ふ
る

成
－
一
怖
畏
－
所
ν
復
ν
道
也
一
三
世
俗
語
伝
也

（
3
〉
弘
法
大
師
略
頒
紗
：
：
－

j
i－
－
－
文
暦
元
年
三
二
三
四
）
成
立

ノ

ナ

リ

讃
岐
国
善
通
寺
、
国
交
茶
羅
寺
。
此
両
寺
善
通
寺
ノ
先
祖
氏
寺
。
叉
憂
茶
羅
寺
，
大
師
建
立
。
皆
有
＝
御
住
房
－
。

（
4
）
弘
法
大
師
伝
要
文
抄
：
：
：
：
：
：
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）
成
立

又
云
、
善
通
憂
奈
羅
両
寺
白
檀
薬
師
如
来
像
者
、
欲
＝
渡
唐
－
之
時
、
為
ν
祈
＝
風
波
－
、
手
所
ν
操
ν
斤
斧
－
也
。

（
5
）
高
野
大
師
住
処
記
：
：
－
j

i
－
－
：
嘉
元
元
年
（
二
ニ

O
三
）
写

讃
岐
国
也
、
先
祖
氏
寺
也
。

善
通
寺

畏
茶
羅
寺

讃
岐
国
大
師
御
建
立
寺
也
。
両
寺
皆
有
＝
大
師
住
房
＼

（
6
）
弘
法
大
師
行
状
要
集
：
：
：
：
：
：
応
安
七
年
（
一
三
七
四
）
成
立

或
記
云
、
善
通
寺
憂
陀
羅
寺
白
檀
薬
師
如
来
像
者
、
欲
＝
渡
海
一
之
時
、
為
＝
風
波
－
手
所
ν
操
ν
斧
也
一
三
。

私
云
、
伝
教
大
師
入
唐
之
時
、
於
＝
鎮
西
一
為
ν
除
＝
風
波
之
難
－
、
奉
ν
造
＝
薬
師
像
－
之
由
載
＝
伝
記
一
、
両
大
師
同
帰
＝
薬
師
一
如
来
－
、

凝
＝
渡
海
之
祈
願
＼
祖
意
可
ν
察
者
欺
、

（
7
〉
高
野
大
師
行
化
雑
集
：
・
：
j

i
－－：？

（
一
六
一
二

0
0・）

弘
法
大
師
善
通
寺
掲
額
説
話
の
周
辺

七



/¥ 

善
通
寺
上
座
所
見
御
筆
文
云

讃
州
＝
受

ιテ
以
知
二
切
衆
生
ノ
讃
嘆
ィ
、
多
度
郡
ユ
垂
ν
跡
以
知
二
ニ
有
諸
趣
ノ
多
度
ケ
也
、
依
一
辰
吉
田
雪
之
、
遂
可
為
一
一
勘
之
－

（

8
）
 

3
4
フ

善
通
麦
茶
羅
両
寺
白
檀
薬
師
如
来
像
者
、
欲
＝
唐
渡
－
之
時
、
為
ν
祈
＝
風
波
－
、
所
ν
操
＝
斤
斧
－
也

讃
州
多
度
郡
之
内
、
字
号
＝
吉
原
＼
中
郷
中
－
建
＝
立
善
通
寺
－
、
又
中
郷
者
大
師
御
桑
梓
之
地
也
ω

或
於
＝
士
口
原
郷
－
、
建
三
立
長
茶
羅

寺
－
、
大
師
之
建
立
也
。
此
寺
南
面
有
－
－
五
岳
山
＼
第
一
称
＝
高
識
山
、
第
二
五
筆
山
、
第
三
我
拝
師
山
。
此
山
麓
有
ν
寺
、
号
？
出
z

釈
迦
－
寺
～
善
通
寺
畏
茶
羅
寺
拝
中
郷
吉
原
等
連
綿
而
一
所
之
地
也

Q

第
四
火
上
山
、
第
五
獅
子
山
、
此
五
山
之
浦
名
＝
扉
風
浦
－
也

II 

・・：・：：
M
庁

（
9
）
続
弘
法
大
師
年
譜
（
巻
六
〉
：
・
：
：
：
天
保
十
一
年
（
一
八
四

O
）

行
遍
僧
都
行
化
記
述
云
、
讃
州
多
度
郡
之
内
号
＝
字
吉
原
中
郷
－
。
中
建
＝
立
善
通
寺
－
。
又
中
郷
者
大
師
御
桑
梓
之
地
也
。
或
於
＝
吉
原

郷
－
建
＝
立
憂
茶
憂
羅
寺
－
、
此
寺
南
面
五
岳
、
東
一
称
＝
高
誠
山
一
、
第
二
云
＝
筆
山
－
在
注
「
五
」
ナ
乙
、
第
三
云
＝
我
拝
師
山
由
。
此
山
之

ナ
リ

麓
有
レ
寺
号
＝
施
坂
寺
－
。
口
善
通
寺
隻
茶
羅
寺
芥
中
郷
吉
原
綿
連
市
一
処
之
地
。
以
＝
此
五
山
之
浦
－
名
＝
扉
風
浦
＼

・
（
中
略
）
：
：
：

j
i－
－
・
：
広
伝
云
、
又
於
＝
先
祖
建
立
造
善
通
寺
－
書
ν
額

Q

讃
岐
国
建
立
善
通
寺
曇
茶
羅
寺
両
寺
－
。
止

Y
テ

品

住
練
行
尤
聖
迩
多
。
彼
寺
山
有
＝
塩
降
二
土
俗
伝
云
、
大
師
理
＝
七
宝
－
期
＝
三
会
－
也
。
後
世
抗
日
＝
塩
峰
－
、
其
地
有
＝
経
行
之
迩
－
。

ズ
ル
コ
ト

Z

テ

ユ

ツ

テ

チ

草
木
無
レ
生
。
海
端
有
二
石
－
。
在
＝
石
上
－
、
欽
ν
墜
不
ν
墜
号
＝
念
願
石
－
、

j

i
－
－
－
（
以
下
略
）
：
：

（叩〉

// 

（
巻
八
）
・

// 

r、、

// 

'-' 

・
（
略
：
・
ほ

H
A
2
に
同
じ
）
：
：
：
：

（
日
）
開
山
伝
譜
（
第
四
）

天
保
十
年

（
一
八
三
九
）

讃
州
多
度
の
郡
の
内
吉
原
中
郷
の
中
に
善
通
寺
を
建
立
す

Q

中
郷
は
即
大
師
御
秦
梓
の
地
な
り
。
又
吉
原
郷
に
大
師
御
建
立
の
憂
茶
羅
寺

あ
り
。
：
：
：
（
略
・
：
ほ

X
8
・
9
に
同
じ
）
・
：



大
師
こ
の
山
宮
注
「
豆
岳
」
V

に
止
住
練
行
し
給
ふ
時
、
孤
峰
の
上
片
雲
の
中
に
釈
迦
世
尊
出
現
し
給
ふ
。
歓
喜
の
余
り
、
自
ら
其
出
現
の
様

を
図
し
置
か
る
。
其
時
よ
り
此
を
我
拝
師
山
と
も
湧
出
の
岳
と
も
号
す
。
叉
此
辺
大
師
の
聖
証
多
し
。
彼
寺
の
山
に
塩
蜂
と
云
あ
り
。
．

・
（
以
下
略
、
ほ
ど

9
に
同
じ
）
・
：
・
：

（ロ〉

// 

// 

f「

// 

、J

讃
岐
の
国
善
通
寺
の
額
は
祖
筆
に
し
て
精
霊
あ
り
。
昔
陰
陽
師
晴
明
か
の
固
に
下
向
し
、
夜
道
に
相
ぐ
し
た
る
使
鬼
神
火
を
と
も
し
け
る

が門前を過る時火を打消て見へず。寺を過て後出来りぬQ晴明勘発しければ、此寺の額は四天王守護し給ふがゆへ怖

畏し道をかへたるぞと申けり御伝、深賢記、行状図絵

カ オ 三:c. ウ イ’ イ ア’ ア

拝我師 海塩峰 塩峰 善事塁奪善幸 大師自

山 端 七

茶奪 善事
の 宝 t主

モ
名義 大師 を

、

埋
大師 チ由 経 め の

晴明
の

来 行

会を

薬 の

釈は； の
如師 建立 立建念 道

フ

議現
願 期 毒 す

変をえ石 す し
あ t主 て

の り
大師

住房あ
る

地
よ の
り 彫 り
な り
り し

も
の

8 1 1 4 3 1 2 1 

11 9 9 6 5 8 12 2 記

8 9 9 

11 10 事

11 

以
上
（
1
〉
1
（
ロ
〉
の
抽
出
記
事
は
、
九
十
三
種
の
大
師
伝
記
の
も
の
で
あ
る
が
、
室
百
承
に
よ
る
類
型
的
な
記
述
が
多
い
。
し
か
も
善
通
寺
周

弘
法
大
師
善
通
寺
掲
額
説
話
の
周
辺

九



四
0 

辺
の
関
連
説
話
は
（
1
）
の
伝
承
に
よ
る
一
一
一
八
年
以
前
よ
り
古
い
も
の
は
な
く
、
大
師
伝
記
中
の
説
話
と
し
て
は
非
常
に
新
し
い
一
類
と
い

え
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
、
近
世
以
降
の
（
9
〉
i
（
ロ
）
は
全
く
表
現
か
ら
文
章
ま
で
、
前
代
書
承
伝
記
に
重
な
っ
て
い
て
、
（
特
に
ロ
な
ど
は

上
述
の
本
稿
の
テ
l
マ
で
あ
る
、
代
表
例
と
し
て
の
『
高
野
大
師
行
状
図
画
』
の
「
善
通
寺
額
事
」
と
同
じ
で
あ
る
）
、
参
考
に
も
な
ら
ぬ
の

で
、
そ
の
記
述
の
存
在
だ
け
を
示
し
て
「
中
略
」
「
以
下
略
」
を
多
く
し
た
。

こ
れ
ら
の
類
型
的
記
事
を
モ
チ
ー
フ
別
に
、
概
ね
分
類
し
て
み
る
と
、
前
頁
の
表
の
如
く
な
ろ
う
。

一
節
は
、
〈
ア
）
〈
ア
）
（
イ
）
を
併
存
し
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
も
そ
も
、
（
1
〉
の
伝
記
伝
説
が
伝
承
に
よ
る
元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
の
成
立
で
、
大
師
入
寂
後
二
百
八
十
四
年
と
い
う
長
い
歳
月
を

経
て
い
る
こ
と
に
、
善
通
寺
説
話
の
初
出
が
新
し
い
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。
他
の
多
く
の
伝
記
伝
承
説
話
が
殆
ど
、
有
名
な
も
の
は
入
寂
後
五

十
年
前
後
に
登
場
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
善
通
寺
掲
額
説
話
は
、
後
世
の
創
作
性
を
よ
り
濃
く
し
た
伝
記
説
話
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
さ

上
述
の

『
高
野
大
師
行
状
図
画
』

の

ら
に
、
こ
の
善
通
寺
に
関
連
し
た
種
々
の
伝
承
（
ア
〉

j

（
カ
）
が
、
そ
の
初
出
で
あ
る
（
1
）
よ
り
時
を
経
る
ご
と
に
、
類
型
の
枠
に
は
ま

り
な
が
ら
も
、
書
承
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
枝
葉
を
拡
げ
て
い
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
こ
れ
は
大
師
伝
記
説
話
の
何
れ
も
が
同
じ
よ
う
な
傾

向
を
た
ど
っ
て
い
る
Y

例
え
ば
、
（
1
）
に
お
い
て
、
帰
朝
後
に
〈
手
ヅ
カ
ラ
数
（
多
〉
ノ
仏
像
ヲ
造
〉
っ
た
と
あ
る
記
事
は
、
そ
の
約
百
年
後
の
（
4
〉
に
お
い

て
、
善
通
憂
茶
羅
両
寺
の
〈
薬
師
如
来
像
ハ
、
渡
唐
ヲ
欲
ス
ル
ノ
時
ニ
、
風
波
（
の
安
全
〉
ヲ
祈
ル
為
ニ
、
手
ヅ
カ
ラ
斤
斧
ヲ
操
リ
〉
彫
っ
た

こ
と
に
な
っ
て
い
る
し
、
（
6
）
の
如
く
伝
教
大
師
の
こ
と
と
も
関
連
し
て
、
真
言
天
台
両
密
教
の
宗
祖
が
並
ん
で
渡
海
安
全
を
祈
っ
た
こ
と

に
な
っ
て
く
る
。
あ
る
い
は
、
〈
止
住
練
行
〉
な
る
山
林
科
搬
行
も
、
古
代
仏
教
に
お
け
る
高
僧
な
れ
ば
、
至
極
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
は
ず
だ
が
、
そ
の
聖
跡
も
増
え
て
ゆ
く
。
〈
土
俗
〉
の
口
碑
と
し
て
の
、
七
宝
を
埋
め
た
り
、
念
願
石
の
伝
説
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
四
百

年
後
に
は
、
今
日
に
存
す
る
善
通
寺
の
裏
山
に
連
な
る
五
岳
山
の
説
明
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
れ
は
類
型
的
な
記
述
の
中
で
も
（
B
〉
の
個
性
的

な
釈
迦
湧
現
の
、
我
拝
師
山
の
命
名
の
所
以
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
（
B
）
の
伝
承
も
、
ハ
8
U
で
は
単
に
ハ
釈
迦
ノ
山
山
プ
ル
寺
V



で
あ
っ
て
、
大
師
と
の
遊
逗
は
な
い
。
名
は
「
我
拝
師
山
」
で
あ
る
、
が
、
ハ
ロ
）
ほ
ど
に
詳
し
く
説
明
さ
れ
な
い
。
そ
の
一
一
一
（
B
）
は
、
『
ー
ー
ー

行
状
図
画
』
あ
た
り
、
が
、
も
っ
と
も
最
初
の
詳
し
い
叙
述
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
真
言
僧
の
書
承
に
よ
る
創
作
が
、
少
し
ず
つ
平
凡
な
説
話

を
誇
張
化
奇
瑞
化
し
て
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
士
普
通
目
安
茶
羅
両
寺
に
、
〈
大
師
ノ
御
住
房
ア
リ
〉
と
す
る
記
述
も
、
当
地
が
大
師
の
生
誕
地

で
あ
っ
て
（
大
師
自
身
は
故
郷
な
ど
に
帰
省
す
る
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
生
誕
地
な
ら
ば
そ
の
帰
る
べ
き
）
御
住
居
の
あ
っ
た
の

は
当
然
と
し
た
、
後
世
伝
承
が
添
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

Q

こ
の
よ
う
に
、
大
師
伝
記
伝
説
の
中
で
、
も
っ
と
も
新
し
い
分
野
に
入
る
善
通
寺
関
連
説
話
の
醸
成
膨
脹
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
『
高
野
大
師

行
状
図
画
』
の
「
善
通
寺
額
事
」
の
一
節
も
、
こ
れ
ら
と
似
た
傾
向
を
以
て
、
大
師
伝
記
の
書
承
過
程
の
時
の
流
れ
の
中
で
、
真
言
僧
に
よ
っ

て
産
み
出
さ
れ
て
き
た
、
と
考
え
ら
れ
よ
う

Q

こ
の
『
高
野
大
師
行
状
図
画
』
の
善
通
寺
書
額
伝
承
の
源
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
（
2
）
『
弘
法

大
師
行
化
記
』
で
あ
る
が
、
殆
ど
変
わ
り
が
な
い
の
は
、
そ
の
成
立
が
二
者
と
も
比
較
的
近
い
か
ら
と
も
い
え
る

Q

大
師
が
善
通
寺
を
建
立
し

て
、
そ
の
額
を
書
し
た
が
故
に
、
そ
の
額
の
精
霊
が
陰
陽
師
安
倍
晴
明
を
畏
怖
せ
し
め
て
道
を
変
え
さ
せ
た
、
と
い
う
伝
説
に
な
る
が
、
こ
の

書
額
有
霊
の
伝
承
は
突
然
に
、
十
三
世
紀
を
迎
え
て
始
め
て
大
師
伝
記
伝
説
に
登
場
し
て
き
た
の
は
、
如
何
な
る
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

私
が
思
う
に
は
、
（
2
）
に
先
行
す
る
百
年
前
に
、
（
1
〉
に
初
登
場
し
た
善
通
寺
書
額
の
記
事
な
ど
か
ら
、
大
師
生
誕
地
と
し
て
の
説
明
で

終
る
べ
き
善
通
寺
周
辺
の
地
勢
や
土
俗
口
碑
な
ど
が
、
書
承
者
で
あ
る
歴
代
真
言
僧
の
関
心
の
抱
か
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
現
地
を
中
心
と
し

た
伝
説
が
、
善
通
寺
の
書
額
有
霊
の
奇
瑞
謂
に
発
展
し
膨
張
し
た
、
と
思
わ
れ
る

Q

大
師
の
筆
な
る
が
故
に
、
四
天
王
が
守
護
し
た
り
、
額
に

精
霊
が
あ
る
と
い
う
奇
瑞
は
、
他
の
大
師
伝
記
に
古
く
か
ら
あ
る
名
筆
説
話
伝
説
（
例
え
ば
、
上
述
の
「
五
筆
勅
号
」
「
虚
空
書
字
」
「
大
内
書

額
」
な
ど
）
に
影
響
さ
れ
て
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

大
師
の
名
筆
伝
説
は
、
今
日
で
も
口
碑
に
も
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
当
代
に
お
い
て
も
当
初
は
恐
ら
く
伝
記
以
外
の
口
碑
に
あ
っ
た
も
の
で
、

ジ
）
あ
っ
た
地
方
小
寺
院
が
、

こ
れ
が
拡
散
し
て
生
誕
地
の
善
通
寺
の
書
額
に
結
び
つ
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る

Q

そ
う
で
な
く
と
も
、
大
師
の
先
祖
の
寺
と
し
て
（
三
一
ぺ
l

大
師
の
有
名
化
と
と
も
に
信
仰
が
拡
が
り
参
詣
者
も
増
え
て
く
れ
ば
、
大
師
に
ま
つ
わ
る
当
地
伝
説
は
当
然
に

弘
法
大
師
善
通
寺
掲
額
説
話
の
周
辺

四



四

数
を
増
や
し
て
く
る
の
で
あ
り
、
（
ウ
）

1
（
カ
）
の
如
き
、
土
俗
伝
承
を
含
め
た
遺
跡
や
遺
構
は
種
々
大
師
に
仮
託
さ
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

大
師
が
生
地
の
寺
を
建
立
し
た
と
い
う
よ
う
な
（
ア
）
（
イ
）
（
「
〉
の
如
き
伝
承
な
ど
生
ま
れ
て
く
る
の
は
、
極
く
自
然
な
こ
と
で
、
こ
れ
に

大
師
伝
説
を
語
る
時
衆
系
念
仏
聖
た
ち
の
流
れ
を
汲
む
中
世
高
野
聖
が
参
与
す
れ
ば
、
枝
葉
を
拡
げ
た
伝
説
は
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
真
言
僧

な
ど
に
結
び
つ
い
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

善
通
寺
掲
額
説
話
は
、
そ
れ
よ
り
古
い
伝
記
伝
承
の
大
師
名
筆
伝
説
に
大
い
に
影
響
さ
れ
た
も
の
で
、
生
誕
地
の
善
通
寺
の
口
碑
が
中
央
化

し
た
段
階
（
後
述
第
五
節
参
照
）
で
派
生
し
た
説
話
と
い
え
よ
う
。

※ 

も
う
一
つ
、
善
通
寺
掲
額
説
話
が
、
『
弘
法
大
師
伝
』
全
九
十
三
種
の
多
く
の
大
師
説
話
の
中
で
、
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
な
い
理
由
と

し
て
、
上
述
の
（
A
〉（
B
）
の
関
連
あ
る
二
つ
の
説
話
の
比
較
が
あ
る
。
（
A
）（
B
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
（
1
）
1
（
ロ
）
の
伝
記
中
に
登
場
し

て
き
て
繰
り
返
し
書
承
さ
れ
た
過
程
に
お
い
て
、
そ
の
発
生
も
ほ
ど
同
じ
時
期
の
中
世
期
と
い
え
る
し
、
そ
の
書
承
口
承
の
集
密
度
も
凡
そ
同

じ
ぐ
ら
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、

一
方
（
1
）
i
（
ロ
）
に
含
め
な
か
っ
た
、
大
師
伝
記
中
の
も
っ
と
も
整
っ
た
（
凡
ゆ
る
大
師
説
話
の
凡
そ
を
網

羅
し
て
い
る
〉
と
思
わ
れ
る
代
表
的
作
品
と
し
て
の
『
高
野
大
師
行
状
図
画
』
と
『
弘
法
大
師
行
状
記
』
の
二
本
の
み
を
比
較
し
た
場
合
に
、

（
A
）
は
前
者
の
み
に
し
か
掲
載
さ
れ
な
い
が
、
同
じ
善
通
寺
に
関
連
す
る
我
拝
師
山
の
命
名
の
縁
起
と
も
い
え
る
（
B
〉
は
両
者
に
語
ら
れ

て
い
る
ω

す
な
わ
ち
、
同
じ
善
通
寺
説
話
で
あ
っ
て
も
、
ハ
A
）
善
通
寺
掲
額
説
話
は
多
く
の
名
筆
伝
説
の
末
端
を
担
う
も
の
で
、
大
師
を
喧

伝
す
る
時
に
は
さ
ほ
ど
語
ら
れ
な
か
っ
た
（
せ
い
ぜ
い
地
も
と
の
善
通
寺
あ
た
り
で
語
ら
れ
る
程
度
の
）
説
話
で
あ
り
、
『
弘
法
大
師
行
状
記
』

に
す
ら
載
せ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
（
B
〉
の
我
拝
師
山
命
名
由
来
語
と
い
う
べ
き
「
釈
尊
湧
現
」
説
話
は
、
大
師
の
釈
尊

と
の
遊
追
の
設
定
も
必
要
だ
っ
た
と
み
え
て
（
有
名
人
と
の
遊
返
の
網
羅
｜
｜
一
二
六
ペ
ー
ジ
参
昭
む
、
両
者
の
二
大
絵
伝
に
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
で
も
（
A
）（
B
）
の
二
説
話
の
軽
重
が
は
か
ら
れ
よ
う

Q



皿
、
当
地
の
口
碑
と
し
て
の
掲
額
説
話

善
通
寺
掲
額
説
話
が
、
大
師
の
事
跡
と
し
て
伝
記
に
は
、
後
人
（
真
言
僧
）
に
よ
っ
て
、
中
世
期
に
挿
入
さ
れ
た
ら
し
い
、
と
い
う
推
測

は
、
（
1
）
1
（
ロ
〉
の
文
献
な
ど
の
比
較
的
新
し
い
も
の
に
表
わ
れ
始
め
る
こ
と
で
理
会
で
き
る
し
、
当
説
話
の
他
の
有
名
説
話
（
例
え
ば
「
五

筆
勅
号
」
「
三
鈷
投
機
」
な
ど
）
に
比
べ
て
の
、
九
十
三
種
の
伝
記
中
の
頻
度
か
ら
も
成
り
立
つ
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
視
点
を
変
え

て
、
当
説
話
が
当
地
の
善
通
寺
の
伝
承
に
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
当
地
の
伝
承
が
、
大
師
生
誕
地
で
あ
る
因
縁
か
ら
伝
記
に
組
み
入

れ
ら
れ
た
こ
と
も
、
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

当
地
の
善
通
寺
に
は
、
記
録
や
伝
記
に
は
な
い
弘
法
大
師
伝
説
が
伝
存
し
て
い
る
。
善
通
寺
掲
額
説
話
も
、
他
の
当
地
伝
承
の
中
の
一
つ
と

し
て
あ
っ
た
も
の
が
、
大
師
の
同
じ
よ
う
な
名
筆
伝
説
（
例
え
ば
「
大
内
書
額
」
）
な
ど
、
中
央
に
あ
っ
た
そ
れ
と
類
似
し
た
も
の
を
地
も
と

で
模
倣
し
て
口
碑
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
も
の
に
、
安
倍
晴
明
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
の
如
き
趣
向
が
添
加
さ
れ
て
、
伝
記
中
に
移
入
さ
れ
始
め

た
：
・
、
と
い
え
る
で
あ
ろ
う

Q

例
え
ば
、
善
通
寺
の
伽
藍
か
ら
南
へ
約
百
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
離
れ
た
地
点
に
、

真
説
明
参
照
）

Q

寿
永
年
間
（
一
一
八
二

1
五
）
に
西
行
法
師
も
住
み
つ
い
て
い
た
と
い
う
一
名
西
行
庵
と
称
す
る
小
さ
な
堂
で
あ
る
が
、

玉
泉
院
と
い
う
阿
弥
陀
如
来
を
本
尊
と
す
る
坊
が
あ
る
（
写

そ
の

名
の
玉
泉
の
如
く
、
本
院
の
片
隅
に
井
戸
が
あ
っ
て
弘
法
大
師
が
開
掘
し
た
も
の
と
伝
承
す
る
。

そ
れ
は
、
地
も
と
で
は
殆
ど
聞
か
れ
な
い
が
、
門
札
に
は
「
扉
風
浦
西
国
第
十
三
番
霊
場

弘
法
大
師
御
開
掘
玉
之
泉

口
碑
と
し
て
の
「
弘
法
清
水
」
に
類
似
す
る

西
行
法
師
惜
別
久
の

松
旧
蹟

善
通
寺
玉
泉
院
」
と
あ
っ
て
、
そ
れ
が
口
碑
に
も
っ
と
も
多
い
「
弘
法
清
水
」
の
一
類
で
あ
る
こ
と
を
謡
っ
て
い
る

Q

し
か
し
、
善

通
寺
掲
額
説
話
に
伴
つ
て
の
、
こ
の
弘
法
清
水
に
関
す
る
伝
説
は
、
伝
記
に
は
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。

「
弘
法
清
水
」
は
、
自
然
説
明
型
伝
説
の
中
で
は
、
全
伝
説
中
も
っ
と
も
そ
の
数
が
多
く
、
そ
の
内
容
は
凡
そ
は
蘇
民
将
来
型
を
も
り
込
ん

弘
法
大
師
善
通
寺
掲
額
説
話
の
周
辺

四



四
回

だ
も
の
で
、
全
国
の
あ
ら
ゆ
る
僻
地
山
村
に
も
採
集
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
恐

ら
く
、
善
通
寺
周
辺
に
も
、
井
戸
や
水
に
不
自
由
な
時
代
に
は
大
師
に
ま
つ
わ

写真説明 普通寺市の玉泉院（弘法ー井〕の1l日あたりよりさ手通守J）五長塔を虫

む。 （昭61.9. 11筆者撮影〉

つ
て
の
こ
の
種
の
伝
説
は
数
多
く
存
し
た
に
違
い
な
く
、
そ
の
一
つ
が
こ
の
玉

泉
院
の
発
祥
の
縁
起
と
し
て
、
大
師
御
開
掘
と
し
て
今
日
に
そ
の
名
を
存
し

た
、
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る

Q

今
日
の
民
間
口
碑
に
も
っ
と
も
数
多
く
大
師
と
結
び
つ
い
た
清
水
（
湧
水
）

や
井
戸
の
伝
説
が
存
す
る
に
拘
ら
ず
、
九
十
コ
一
種
の
伝
記
中
に
は
、
大
師
と
水

を
関
連
づ
け
る
も
の
は
他
の
奇
瑞
謹
に
比
べ
て
、
相
対
的
に
少
な
い
。
伝
記
中

の
説
話
は
『
弘
法
大
師
行
状
記
』
や
『
高
野
大
師
行
状
図
画
』
の
如
く
、
九
そ

す
べ
て
を
網
羅
す
る
も
の
で
も
一

O
O種
前
後
で
あ
る
の
だ
が
、
湧
水
類
に
関

す
る
も
の
で
は
、
岩
に
緑
樹
を
香
水
を
以
て
生
や
す
「
一
漉
水
生
樹
」
、
損
尾
寺

そ
の
他
に
湧
水
を
生
ぜ
し
む
る
「
濁
水
手
水
」
「
竜
泉
湧
出
」
、
早
越
に
雨
を
降

ら
す
「
神
泉
祈
雨
」
ぐ
ら
い
の
も
の
で
、
純
粋
に
口
碑
に
似
た
湧
水
語
は
「
竜

泉
湧
出
」
な
ど
、

一
種
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
が
、
伝
記
中
の
相
対
的

な
数
の
少
な
さ
と
重
な
っ
て
口
碑
に
は
最
高
の
数
を
有
す
る
と
い
う
の
は
、
庶

民
生
活
が
非
常
に
水
に
不
自
由
を
し
た
時
代
で
あ
っ
て
、
大
師
の
徳
を
以
て
自

己
教
団
の
版
図
（
納
骨
信
仰
を
拡
大
し
た
高
野
山
）
を
拡
げ
よ
う
と
し
た
先
導

閣
の
類
の
人
々
が
、
こ
れ
を
大
師
に
結
び
つ
け
た
か
ら
で
あ
ろ
う

Q

こ
れ
ら
の

類
の
人
々
は
時
宗
系
念
仏
聖
の
性
格
を
有
す
る
高
野
聖
で
あ
っ
た
：
・
、
と
い
う



弘
法
大
師
善
通
寺
掲
額
説
話
の
周
辺

写真説明：；善通寺市に存在する弘法大師開掘を伝える弘法井の「玉の泉」

〈昭61.9.11筆者撮影〉

こ
と
を
以
前
に
論
じ
て
い
る

S
4
0
善
通
寺
に
あ
る
玉
泉
院
の
玉
泉
な

る
大
師
開
掘
の
井
戸
も
こ
れ
に
洩
れ
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
否
、
善

通
寺
掲
額
説
話
も
彼
ら
の
手
に
よ
っ
て
、
中
世
期
の
大
師
伝
の
中
に
伝

え
ら
れ
真
言
僧
に
お
い
て
挿
入
さ
れ
た
こ
と
も
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ

う
地
方
民
間
口
碑
に
お
い
て
、
大
師
を
主
人
公
と
す
る
類
と
し
て
は
、

湧
水
に
関
す
る
伝
説
ほ
ど
の
数
の
多
さ
は
な
い
が
、
そ
の
名
筆
や
硯
に

関
す
る
も
の
も
少
し
は
あ
る

Q

湧
水
伝
説
が
生
活
の
た
め
で
は
な
く
、

大
師
の
硯
水
の
た
め
と
す
る
類
似
の
パ
タ
ー
ン
も
あ
る
。
大
師
の
筆
跡

と
伝
え
る
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、
大
師
が
墨
を
す
っ
た
と
い
う
硯
石
（
岩
〉
、

仏
の
徳
を
書
い
た
と
い
う
石
、
あ
る
い
は
筆
清
水
の
名
を
持
つ
湧
水
な

ど
な
ど
、
凡
そ
は
類
型
の
多
い
、
全
国
に
拡
が
っ
て
拾
わ
れ
る
型
で
、

大
師
の
名
筆
は
中
世
期
以
降
に
お
い
て
は
相
当
に
喧
伝
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
推
察
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
善
通
寺
の
今
日
に
お
い
て
は
、
玉
泉
院
に
関
す
る
弘
法
水

伝
説
と
、
名
筆
で
は
伝
記
中
に
あ
る
掲
額
説
話
と
い
う
型
で
、
辛
う
じ

て
伝
存
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
ら
と
て
他
地
方
に
あ
る
類
型
伝
説

と
共
通
す
る
内
容
か
ら
し
て
、
必
ず
し
も
善
通
寺
の
み
に
大
師
が
来
訪

し
て
そ
の
事
跡
を
印
し
た
と
は
い
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
む
し
ろ
、
こ

四
五



四
六

の
伝
存
し
た
伝
説
の
み
で
は
な
く
、
大
師
伝
説
は
善
通
寺
周
辺
に
は
、
も
っ
と
数
多
く
類
型
的
な
も
の
が
あ
っ
た
は
ず
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

時
代
的
合
理
性
に
叶
わ
ず
に
、
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る

Q

非
常
の
多
く
の
伝
説
が
、
生
誕
に
関
す
る
も
の
を
始
め

と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
、
そ
の
中
で
も
も
っ
と
も
有
名
で
数
の
多
い
弘
法
水
伝
説
で
あ
る
玉
泉
院
が
、
そ
の
玉
泉
の
名
と
と

も
に
残
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
多
く
の
一
つ
一
つ
の
伝
説
の
中
で
、
弘
法
水
に
つ
い
で
も
っ
と
も
類
型
的
な
掲
額
説
話
も
、
そ
の
喧
伝
化
さ
れ
た

名
筆
に
よ
っ
て
伝
記
中
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

い
わ
ば
、
当
地
の
弘
法
大
師
伝
説
の
多
く
の
中
で
、
残
っ
た
末
端
の
伝
説

の
一
つ
が
、
こ
れ
ら
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る

Q

換
言
す
る
な
ら
、
善
通
寺
掲
額
説
話
は
、
地
も
と
口
碑
か
ら
た
ま
た
ま
採
用
さ
れ
た
伝
説

が
、
伝
記
中
に
文
献
に
残
っ
た
：
・
、
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

五
、
晴
明
伝
承
に
担
わ
れ
た
掲
額
説
話

し
か
ら
ば
、
玉
泉
院
の
名
を
担
う
弘
法
井
の
伝
説
は
、
伝
記
中
に
採
ら
れ
ず
に
、
な
ぜ
善
通
寺
掲
額
説
話
の
み
が
、
我
師
拝
山
釈
尊
遅
逓
説

話
と
併
用
し
て
、
真
言
僧
の
伝
記
中
に
採
用
さ
れ
た
か
：
・
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

玉
泉
院
伝
説
は
、

口
一
碑
に
多
い
弘
法
井
伝
説
の
一
種
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
類
は
近
世
以
降
の
非
常
に
新
し
い
も
の
で
あ
っ
た
、
と
考
え
る
。

し
か
も
こ
れ
に
類
似
す
る
説
話
は
、
伝
記
中
に
は
上
述
の
如
く
「
竜
泉
湧
出
」
な
る
河
内
国
竜
泉
寺
の
類
型
が
あ
っ
て
、
既
に
中
世
期
の
弘
法

井
伝
説
は
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
単
に
大
師
が
来
訪
し
て
泉
を
湧
か
せ
た
と
い
う
単
純
な
型
は
、
近
世
期
に
入
っ
て
高
野
山
真
言
僧
の

耳
に
届
い
た
と
し
て
も
、
さ
ほ
ど
珍
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
比
し
て
、
同
じ
善
通
寺
周
辺
に
お
け
る
伝
説
で
も
、
掲
額

説
話
は
ち
ゃ
ん
と
『

l
l行
状
図
画
』
に
登
場
す
る
中
世
期
伝
承
で
あ
る
し
、
当
説
話
に
登
場
す
る
安
倍
晴
明
に
よ
っ
て
、
こ
の
伝
説
の
担
い

手
が
真
言
僧
に
持
ち
こ
ん
だ
経
緯
も
、
あ
る
程
度
の
推
察
が
可
能
な
の
で
あ
る

Q

要
は
、
こ
の
掲
額
説
話
の
担
い
手
に
よ
る
、
中
世
期
の
有
名
性
と
か
、
あ
る
い
は
語
ら
れ
た
頻
度
性
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

す
な
わ



ち
、
安
倍
晴
明
を
語
る
こ
と
は
、
多
分
に
高
野
山
の
時
宗
系
念
仏
聖
の
介
入
を
考
え
さ
せ
し
め
る
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
＠
庶
民
化
し
て
ゆ
く

時
宗
系
の
高
野
聖
の
俗
人
化
、
す
な
わ
ち
高
野
山
の
中
世
期
以
降
に
お
け
る
ア
ジ
l
ル
化
へ
の
過
程
、
参
詣
者
を
勧
誘
し
た
納
骨
信
仰
に
よ
る

増
収
化
政
策
と
関
連
を
持
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る

Q

高
野
聖
は
、
こ
の
高
野
山
の
中
世
期
の
流
れ
に
呼
応
し
て
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
、

半
僧
半
俗
の
下
級
僧
侶
と
し
て
膨
脹
し
、
そ
の
中
に
は
詐
偽
ま
が
い
の
弘
法
大
師
の
灰
と
い
っ
て
商
い
を
し
た
「
護
摩
の
灰
」
を
始
め
、
行
商

や

ど

か

り

や

ど

か

い

本
位
の
「
呉
服
聖
」
や
、
宿
を
強
要
す
る
「
宿
借
聖
（
夜
道
怪
〉
」
な
ど
二
般
民
に
毛
嫌
い
さ
れ
る
者
も
少
な
く
な
か
っ
た

Q

し
か
し
、
も
ろ

刃
の
剣
と
し
て
の
彼
ら
に
よ
る
下
界
の
下
層
者
と
の
交
流
は
す
L
み
、
全
国
的
納
骨
信
仰
も
栄
え
て
ゆ
く
。

一
方
、
安
倍
晴
明
を
語
る
そ
の
担

い
手
と
し
て
の
唱
門
師
・
下
級
神
人
・
下
級
陰
陽
師
の
徒
の
接
点
も
、
こ
の
掲
額
説
話
か
ら
は
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
掲
額
説
話
が

中
世
期
以
降
の
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
下
級
僧
の
高
野
聖
を
媒
介
と
し
て
高
野
山
の
真
言
僧
に
渡
っ
た
こ
と
も
、
考
え
ら
れ
て
よ
い
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
、
安
倍
晴
明
と
は
歴
史
辞
典
に
お
け
る
記
録
か
ら
の
記
述
に
お
い
て
も
、
伝
奇
的
性
格
を
具
え
た
人
物
で
あ
る
。
髪
椛
き
や
爪
切

り
の
凡
て
の
日
茶
常
飯
事
か
ら
天
下
の
祭
儀
に
到
る
ま
で
、
何
事
に
お
い
て
も
陰
陽
に
事
を
託
し
た
平
安
中
期
の
天
文
博
士
と
し
て
、
そ
の
伝

奇
的
性
格
を
併
せ
て
、
後
世
に
お
い
て
は
第
一
の
陰
陽
家
の
名
声
と
崇
拝
を
以
て
、
今
日
に
そ
の
名
を
伝
え
て
い
る

Q

そ
し
て
、
彼
に
ま
つ
わ

る
多
く
の
神
秘
的
な
説
話
（
上
述
の
『
今
背
物
語
集
』
『
古
事
談
』
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
『
古
今
著
聞
集
』
『
平
家
物
語
』
『
元
亨
釈
書
』
そ
の
他
）
は
、
さ
ら
に

彼
を
伝
承
的
性
格
の
人
物
と
さ
せ
て
い
る
。

そ
の
伝
承
的
性
格
を
も
っ
と
も
強
く
具
備
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
説
話
が
、
「
信
太
妻
」
で
有
名
な
、
彼
の
母
親
を
狐
と
し
た
狐
化
生
伝
説

で
あ
る
。
安
倍
晴
明
が
、
狐
と
の
混
血
児
と
い
う
伝
承
は
多
分
に
下
級
陰
陽
師
の
始
祖
伝
承
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
、
患
き
物
の
家
に
由
緒
を
縁

起
づ
け
る
そ
れ
に
類
似
し
て
い
る
、
と
推
測
さ
れ
る
。

「
信
太
妻
」
の
説
話
と
は
、
説
経
節
に
語
り
伝
え
ら
れ
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
に
劇
化
さ
れ
摘
す
火
し
た
も
の
だ
が
、
和
泉
国
信
太
山
の
森
に
棲
む

狐
が
安
倍
保
名
と
契
り
、
晴
明
を
生
み
残
し
て
、
「
：
：
：
信
太
の
森
の
う
ら
み
葛
の
葉
」
の
和
歌
を
泳
ん
で
山
に
姿
を
消
す
、
と
い
う
粗
筋
で

弘
法
大
師
善
通
寺
掲
額
説
話
の
周
辺

四
七



回
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あ
る

Q

こ
の
伝
承
の
生
ま
れ
た
地
は
、
大
阪
の
四
天
王
寺
か
ら
熊
野
に
通
ず
る
熊
野
街
道
沿
い
の
、
今
月
の
和
泉
市
（
旧
信
太
村
↑
南
王
子
村
）

に
あ
っ
て
、
当
地
に
記
ら
れ
た
聖
神
社
に
伝
わ
る
、
狐
が
畜
生
を
解
脱
し
て
神
に
転
生
す
る
本
地
語
と
し
で
あ
っ
た
も
の
、
と
思
わ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
の
伝
承
を
聖
神
社
に
管
理
し
て
き
た
層
は
、
聖
神
社
に
奉
仕
す
る
下
級
神
人
（
唱
門
師
〉
た
ち
と
考
え
ら
れ
産
土
説
話
中
の

主
人
公
と
な
る
安
倍
の
姓
は
、
こ
の
街
道
沿
い
の
四
天
王
寺
と
信
太
村
（
和
泉
市
〉
の
聞
に
存
在
す
る
旧
安
倍
野
村
の
唱
門
師
た
ち
と
の
下
級

層
の
彼
ら
の
交
流
に
お
い
て
、
説
話
中
に
化
合
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
在
土
。
事
実
、
安
倍
野
村
に
も
信
太
村
に
類
似
す
る
安
倍
晴
明
を
遠
祖

と
称
し
た
唱
門
師
の
一
群
が
住
ん
で
い
た
痕
跡
が
み
え
、
下
級
陰
陽
師
の
自
尊
心
を
充
た
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
測
さ
れ
る
し
、
信
太

村
の
方
に
も
「
信
太
妻
」
を
語
る
こ
と
に
お
い
て
晴
明
を
遠
祖
と
す
る
下
級
神
人
た
ち
が
あ
っ
て
、
彼
ら
が
同
じ
血
族
団
体
と
し
て
深
く
結
び

つ
い
て
い
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
彼
ら
の
中
に
は
、
中
世
期
高
野
山
の
納
骨
信
仰
に
お
い
て
高
野
聖
の
多
く
輩
出
さ
れ
た
こ
と
も
、

容
易
に
推
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

Q

こ
の
熊
野
街
道
は
南
に
下
っ
て
和
歌
山
市
で
左
に
折
れ
て
紀
の
川
を
湖
れ
ば
、
高
野
山
へ
の
道
で
あ
っ

て
、
時
宗
系
念
仏
聖
の
中
世
高
野
聖
が
頻
繁
に
往
反
し
て
い
た
こ
と
も
確
実
で
あ
ろ
う
。
被
差
別
層
と
の
接
触
も
濃
か
っ
た
下
級
僧
侶
の
高
野

聖
た
ち
が
、
安
倍
晴
明
の
名
を
こ
の
あ
た
り
か
ら
高
野
山
に
持
ち
込
ん
だ
こ
と
も
、
推
察
は
可
能
で
あ
る

Q

問
題
は
安
倍
晴
明
と
い
う
陰
陽
師

の
代
表
者
た
る
モ
チ
ー
フ
、
が
、
善
通
寺
の
説
話
の
中
に
ど
う
し
て
混
入
さ
れ
た
か
・
：
と
い
う
点
で
あ
る

Q

こ
れ
も
、
大
胆
な
想
像
を
す
れ
ば
、

下
級
陰
陽
師
や
散
所
民
の
口
碑
が
、
善
通
寺
周
辺
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う

Q

善
通
寺
掲
額
説
話
に
お
い
て
、
安
倍
晴
明
が
突
如
と
し
て
表
わ
れ
（
突
如
と
し
て
表
わ
れ
る
有
名
な
宗
教
人
は
、
大
師
伝
記
に
お
い
て
は
数

が
多
く
と
り
た
て
て
珍
し
く
は
な
い
の
だ
が
・
：
〉
、
掲
額
の
威
光
で
道
を
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
伝
承
は
、
唱
門
師
た
ち
の
伝
承
が
善

通
寺
の
口
碑
に
ま
つ
わ
っ
て
馴
化
さ
れ
、
そ
れ
が
下
級
神
人
た
ち
か
ら
下
級
僧
の
高
野
聖
に
移
さ
れ
て
、
高
野
山
に
入
っ
て
大
師
伝
記
の
中
に

一
説
話
と
し
て
成
立
し
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
善
通
寺
掲
額
説
話
は
、
同
じ
玉
泉
院
の
伝
説
と
と
も
に
地
も
と
に
あ
っ
た
善
通
寺
周
辺
の

口
碑
で
あ
り
な
が
ら
、
掲
額
説
話
の
方
の
み
伝
記
中
に
採
用
さ
れ
た
の
は
、
多
分
に
玉
泉
院
弘
法
井
の
伝
説
の
方
が
新
し
く
、
掲
額
説
話
の
方

が
安
倍
晴
明
伝
承
に
負
う
て
中
世
期
に
運
ば
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
被
差
別
層
に
多
か
っ
た
下
級
僧
が
こ
の
伝
承
の
担
い
手
と
し
で
あ
っ
た



と
、
推
察
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か

Q

六
、
む
す
び
に

大
師
伝
記
に
は
、
第
三
節
に
述
べ
た
如
く
、
名
筆
説
話
が
多
く
収
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
「
大
内
書
額
」
は
掲
額
説
話
と
し
て
人
口

に
謄
炎
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
俗
に
「
弘
法
（
大
師
）
拠
筆
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
勅
命
に
よ
っ
て
応
天
門
に
掲
額
す
る
字
を

書
き
、
〈
：
・
額
う
ち
付
け
て
後
見
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
応
の
字
の
上
の
円
点
か
き
落
さ
れ
け
る
程
に
、
筆
を
な
げ
あ
げ
て
点
を
う
た
れ
け
り
（
『
弘
法

大
師
行
状
記
』
巻
五
〉
〉
と
い
う
有
名
な
説
話
で
あ
る
。
そ
の
他
に
も
宮
中
の
門
に
関
わ
る
説
話
と
し
て
は
「
皇
嘉
門
額
」
な
ど
と
い
う
類
似
伝
承
も

あ
っ
て
、
大
師
に
ま
つ
わ
る
有
名
な
名
所
な
ど
の
伝
説
伝
承
な
ど
は
、
伝
記
に
採
用
さ
れ
な
く
と
も
、
全
国
に
少
な
く
な
く
存
在
し
て
い
た
こ

と
が
、
推
察
さ
れ
る
。
善
通
寺
掲
額
説
話
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
て
、

口
碑
と
し
て
あ
る
も
の
、
が
、

た
ま
た
ま
中
世
期
に
お
い
て
数
多
い
大
師
伝

記
の
中
に
採
り
あ
げ
ら
れ
た
か
ら
残
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
偽
筆
ば
か
り
の
中
で
（
平
安
前
期
の
大
師
真
筆
が
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
中
世
期
ま
で

残
っ
て
い
る
わ
け
は
な
い
の
で
あ
っ
て
・
：
）
、
そ
の
内
の
少
し
筆
ぶ
り
が
達
者
で
あ
れ
ば
、
大
師
筆
と
化
し
て
し
ま
っ
た
も
の
も
、
少
な
く
な

か
っ
た
は
ず
で
あ
る

Q

弘
法
伝
説
の
拡
が
り
を
考
え
れ
ば
、
高
野
聖
た
ち
の
口
が
、
凡
て
を
大
師
真
筆
と
化
し
た
こ
と
は
、
容
易
で
あ
っ
た

し
、
こ
れ
を
受
容
す
る
口
碑
の
担
い
手
で
あ
る
一
般
側
の
中
近
世
の
書
道
家
家
元
制
度
の
喧
々
た
る
連
中
在
5
〉
や
一
般
信
者
に
し
て
も
、
こ
の

伝
承
は
地
も
と
の
光
栄
と
し
て
の
り
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

ち
ょ
ゆ

た
ま
た
ま
、
善
通
寺
は
大
師
生
誕
の
地
で
も
あ
り
、
大
師
に
ま
つ
わ
る
口
碑
は
上
述
の
玉
泉
院
の
み
な
ら
ず
、
産
湯
の
水
や
幼
年
時
代
の
砂

遊
び
（
童
雅
奇
異
）
の
地
な
ど
、
多
く
の
伝
記
と
の
関
わ
り
か
ら
創
作
で
き
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
、
豊
富
な
口
碑
が
存
在
し
て
い
た

と
推
察
さ
れ
、
当
然
に
名
筆
に
因
ん
だ
掲
額
説
話
も
、
後
に
成
立
し
て
く
る
の
は
自
然
の
な
り
ゆ
き
で
も
あ
っ
た
。

た
ど
、
善
通
寺
掲
額
説
話

が
大
師
伝
記
の
古
い
も
の
か
ら
伝
承
さ
れ
て
い
る
拙
筆
伝
説
（
大
内
書
額
）
と
異
な
っ
て
、
中
世
期
に
到
っ
て
伝
記
中
に
登
場
し
始
め
た
と
こ

弘
法
大
師
善
通
寺
掲
額
説
話
の
周
辺

四
九
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ろ
に
、
多
分
に
後
世
の
創
作
性
が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い

Q

特
に
、
そ
の
思
い
つ
き
的
な
掲
額
説
話
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
（
A
）
説
話
が

『
高
野
大
師
行
状
図
画
』
に
語
ら
れ
な
が
ら
、
も
う
一
つ
の
大
師
説
話
を
網
羅
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
中
世
期
の
大
師
伝
記
代
表
作
品
で
あ
る

『
弘
法
大
師
行
状
記
』
に
は
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
代
に
多
く
あ
っ
た
口
碑
と
し
て
の
掲
額
説
話
の
一
つ
が
、
た
ま

た
ま
有
名
な
拍
筆
説
話
（
大
内
書
額
〉
な
ど
に
引
き
曳
ら
れ
て
、
大
師
伝
中
に
創
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
感
覚
と
し
て
納
得
で
き
は
す
ま
い
か

：・
0

そ
れ
は
、
他
の
避
遁
奇
瑞
曹
の
多
い
大
師
伝
記
か
ら
考
え
て
、
（
B
）
の
地
も
と
伝
承
と
し
て
も
我
師
拝
山
釈
尊
湧
現
説
話
に
も
感
じ
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
九
十
三
種
の
多
き
大
師
伝
記
の
中
で
、
枝
葉
を
生
や
し
数
を
増
L
て
き
た
多
く
の
奇
瑞
語
の
末
端
が
善
通
寺
掲
額
説
話
で
あ

る
、
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
伝
え
た
生
誕
池
の
地
も
と
の
口
碑
に
、
こ
れ
ら
の
内
容
を
運
び
手
と
し
て
の
高
野
聖
な
ど
の
下
級
僧
や
被

差
別
散
所
民
た
ち
の
参
与
が
、
安
倍
晴
明
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
を
加
え
さ
せ
て
、
歴
代
の
高
野
山
中
の
真
言
僧
に
よ
っ
て
さ
ら
に
、
有
名
人
に
く

ま
な
く
関
連
し
て
い
る
大
師
像
が
、
重
ね
て
ま
た
ま
た
こ
こ
に
創
り
あ
げ
ら
れ
た
、
と
考
え
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈注
1
）
渡
遁
昭
五
「
弘
法
絵
伝
の
絵
解
き
説
話
と
伝
説
」
（
「
就
実
語
文
」

3
号
・
昭
貯
）

渡
遁
昭
五
「
弘
法
大
師
の
伝
説
」
（
「
説
話
文
学
研
究
」
却
号
・
昭
印
）

渡
遁
昭
五
「
絵
解
き
と
弘
法
大
師
絵
伝
」
（
『
一
冊
の
講
座
絵
解
き
』
所
収
・
有
精
堂
・
昭
印
〉

渡
遁
昭
五
「
大
師
の
伝
記
伝
説
と
民
間
口
碑
」

Q
弘
法
大
師
信
仰
』
所
収
・
雄
山
閣
・
昭
臼
）

（注
2
）
渡
辺
昭
五
「
稲
荷
信
仰
と
弘
法
伝
説
」
（
「
朱
」

ω号
・
昭
日
）

（注
3
〉
善
通
寺
市
企
画
課
『
善
通
寺
市
史
』
第
一
巻
（
昭
臼
・
普
通
寺
市
〉

（注
4
）
盛
田
嘉
徳
『
中
世
賎
民
と
雑
芸
能
の
研
究
』
（
雄
山
閣
・
昭
的
制
〉

渡
辺
昭
五
「
狐
と
お
稲
荷
さ
ん
ー
ー
そ
の
こ
」
（
「
朱
」
お
号
・
平
1
）

（注
5
）
渡
辺
昭
五
「
弘
法
大
師
名
筆
伝
説
の
行
方
」
（
「
大
妻
国
文
」
閉
山
号
・
平
8
）
七
七
ペ
ー
ジ

弘
法
大
師
が
名
筆
家
で
あ
る
と
し
た
伝
承
は
：
：
：
門
中
略
〉
：
：
・
家
元
制
度
に
喧
々
と
す
る
書
道
家
た
ち
が
培
っ
た
話
題
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
考
え



る
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i
－
－
寛
永
三
筆
の
松
花
堂
昭
乗
は
大
師
の
筆
を
崇
敬
し
、
自
分
も
大
師
の
筆
跡
を
模
倣
し
、
大
部
流
な
る
派
を
拓
い
た
と
い
う
。
こ
れ
な
ど
大

師
名
筆
を
信
じ
た
者
の
伝
承
が
事
実
に
変
え
ら
れ
た
例
だ
と
思
う
：
：
：
円
以
下
竪
：
・
・

弘
法
大
師
善
通
寺
掲
額
説
話
の
周
辺

五


